
提案依頼項目（課題）別添　

１　固定資産台帳データ数

水道事業 下水道事業
台帳数 台帳数

18 47
20 100

2,961 2,373
145 357

8 7
14 54

139 1
1 2
1 2,941
4
1

3,312 令和６年３月３１日現在

２　データ構成（素案）

水道事業
部門（現行システムから移行可能）
・ 取水
・ 浄水
・ 送水
・ 配水・給水
・ その他

その他項目
他台帳との紐づけのため、No.を入力する項目を整備したい。

① 管路関係
　現システムにおいて、非定型情報の項目に記載する「路線（工事）番号：000000」の文字列中、
数字列部分（3～6桁）について抽出し、定型項目を設けて移行したい。

② 施設・機械関係（建物、機械及び装置、構築物（一部））
　新規項目として、工事台帳No.（k0000-000）を整備したい。
　現システムの固定資産台帳ごとに、対応する工事No.のデータを作成して提供することを想定。
　※No.の形式：4桁=西暦、3桁=年度内の通番

下水道事業
部門１（現行データから編集必要） 部門２（現行データから編集必要）
・ 管渠 ・合流
・ 浄化センター ・分流汚水
・ 緑町Ｐ ・分流雨水
・ 江別太中継Ｐ
・ 大麻中継Ｐ
・ 東西野幌中継Ｐ
・ 小規模Ｐ
・ マンホールＰ
・ その他

その他項目（現行データの数値を精査して移行）
汚水比率（数値、小数点以下第２位まで）
※　ＥＵＣ等により抽出したデータを、減価償却費等の内訳作成に活用することを想定。

内訳（新規作成）
・ 管路 管渠（単位：ｍ） 元データ：現固定資産台帳の非定型情報から編集

人孔（単位：箇所） 　　　　　若しくは、工事台帳から作成
公共桝（単位：箇所）

・ 施設（施設・機器別、単位：台など） 元データ：工事台帳（エクセル形式）

構築物
機械及び装置
量水器

土地
建物
構築物

車両運搬具
工具、器具及び備品
水利権
ダム使用権
電話加入権
施設利用権

機械及び装置
車両運搬具
工具、器具及び備品
施設利用権
電話加入権

土地
建物


